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安　静

　　　　　2012年1月　改訂

食　事

・入院時の呼吸器症状が悪化することなく経
過します
・強い下痢症状がなく過ごすことができます
・強い吐き気がなく食事を摂ることができます
・内服開始7日目の採血結果で肝機能が悪
化することなく経過します
・薬の自己管理ができるようになります

普通の
経過

診　察

保　清

排　泄

処　置
投　薬
治　療

説　明

指　導

検温に伺います
自宅での生活についてお話を伺いま
す

入院中の生活について説明をします

入浴ができます／希望があれば体拭きのタオルをお渡しします

内服開始　6日目～退院日前日

夕方から普通食が用意されます

内服開始　5日目

制限はありません

制限はありません／症状が落ち着いていれば､土日には外泊できることもありますので相談してください

朝、起きた後に検温をします

退院後、気になることがありましたら連
絡をしてください．連絡方法は「化学療
法を受けられた方へ」を参照してくださ
い

月　　日

入院後､主治医が病室に伺います

入院当日
・入院時の呼吸器症状が悪化す
ることなく経過します
・強い下痢症状がなく過ごすこと
ができます
・強い吐き気がなく食事を摂るこ
とができます
・薬の自己管理ができるようにな
ります

・入院生活、治療について説明を受け、イメージ
ができるようになります

主治医が部屋に伺います

月　　日　～　　月　　日

入院後、採血・レントゲンの検査を行
います

（　　/　　）
採血・レントゲンの検査を行いま
す

採血・レントゲンの検査を行います

普通食が用意されます

朝食後にイレッサの内服をしてください／内服後の飲み殻を空容器に入れておいてください薬は看護師がお持ちします
朝食後にイレッサの内服をしま
す

入院から退院までの予定表

・入院時の呼吸器症状が悪化することなく
経過します
・強い下痢症状がなく過ごすことができま
す
・強い吐き気がなく食事を摂ることができ
ます

月　　日～　　月　　日 月　　日
内服開始日～4日目

わからないことがあれば、いつでも相談してください

日中、看護師と一緒にパンフレットを見ながら副作用の確認をします

（　／　）退院日前日に「化学療法
を受けられた方へ」というパンフ
レットを使用しながら緊急時の連
絡先についてお話ししていきます

ご自身で薬を管理し
ていただけるよう説
明をします

普通食が用意されます

月　　日
退院日

・入院時の呼吸器症状が悪化することなく経過しま
す
・強い下痢症状がなく過ごすことができます
・強い吐き気がなく食事を摂ることができます
・採血結果で肝機能が悪化することなく経過します
・退院後の日常生活の注意点がわかるようになり
ます
・緊急時の連絡先がわかるようになります

退院前に昼間の担当看護師が部屋に
伺いますのでお待ちください

薬剤師より薬の説明があります

                 様   

※ この予定表は、おおよその目安です。患者さんの状態等により、
予定が変更になることもありますので、 ご了承ください。なお、わか
らないことがありましたら、遠慮なくスタッフにご相談ください。 




